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 これらの課題に対処するために、CIO 

は IT 文化の DNA にレジリエンスを組み
込む必要があります。

 IT レジリエンスの向上により、組織は
デジタル・トランスフォーメーションのイ
ニシアチブと成果を推進できます。

 当社は、レジリエンスの定義とレジリ
エントな IT 文化を構成する側面につい
て、複数名の専門家に話を聞きました。
この e ブックはこれらの知見を集約し、
CIO がデジタル・トランスフォーメーショ
ンに取り組む際に直面する障害で最も
よくあるものをいくつか挙げ、組織内の
レジリエンスを強化する上で起こり得る
課題への対処方法についてアドバイスを
提供します。

 パンデミックがきっかけとなり、デジタ
ルファーストのリモート時代における期
待が急速に変化したことで、CIO にとっ
ては、それまでは考えられなかった規模
とタイムラインでイノベーションを起こす
道が開かれました。

 パンデミックは落ち着きを見せ始めて
いますが、変化のペースは鈍化していま
せん。Harvard Business Review Analytic 

Services の Pulse Survey では、パンデ
ミック中にデジタル・トランスフォーメー
ションを加速させた組織に属する回答者
の 91% が、今後もその変革のスピードを
維持するか、さらには加速する予定であ
ると述べています。¹

 このように CIO は最近の成功に基づい
て前進したいと考えているものの、燃え
尽き症候群、大量離職、あらゆるレベル
でのスキルギャップといった要因が組み
合わさって、デジタル・トランスフォー
メーションの取り組みが遅れたり失速し
たりする恐れがあります。これらの障害
によって、組織が新しい機会に対応し、
変化する顧客のニーズに適応し、将来に
備えることが難しくなります。
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はじめに

レジリエントな 
IT 文化の重要性

¹ Harvard Business Review、「Digital acceleration redefines the future of work」、2021 年 9 月 2 日。

 ここ 3 年間で、デジタル・トランスフォーメーションの
取り組みは長足の進歩を遂げました。

https://hbr.org/resources/pdfs/comm/workday/DigitalAccelerationDefinesFOW.pdf


 テクノロジーは、柔軟性とアジリティの実
現という点から見ればデジタル・トランス
フォーメーションの要件ですが、レジリエン
トな文化の導入は人にかかっています。

 「片方の車輪として、レジリエントな IT 

があります。システム、ネットワーク、プロ
セスは、現在のような先進的な時代ではレ
ジリエントであることが必 要です」と、
Red Hat のプリンシパルオープンリーダー
シップグローバルリード兼エグゼクティブ
コーチである Shabnoor Shah (シャブノー
ル・シャー) は語ります。「しかしもう一方
の車輪として、レジリエントな IT 文化があ
り、それは人と大きく関係しています。IT シ
ステムを管理するチームも、ある程度のレ
ジリエンスを備えている必要があります」

 Shah は、組織の文化の中でレジリエン
スを構築するために、リーダー陣はデジタ
ル洞察力のようなスキルの開発を最優先
事項にする必要があると述べています。

 しかし、必要なのは学習が支援される
環境だけではありません。タレントプール
の縮小やチームでの燃え尽き症候群の増
加など、多くの組織が直面している大きな
障害を回避する必要もあります。

 「人が学べる体制を作らない組織は、
レジリエントな組織にはなりません」

人が技術的なこともそれ以外
のことも適切な情報を得るこ
とができる、学習に基づく環
境を作れる組織は、レジリエ
ントな文化も構築することが
できるでしょう。
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第 1 章

文化的なレジリエンスは
人から始まる
 レジリエントな IT 文化について考える場合、「IT」ではな
く「文化」に重点を置くべきです。

Red Hat 
Shabnoor Shah

https://enterprisersproject.com/what-is-digital-transformation


 この場合、リーダーシップを通じて明確なビジョンを策定し、はっきりと示すこ
とができないと、大きな障害となる可能性があります。

 発信されたときには組織の目標に沿っ
た適切なメッセージであったとしても、
個々のコントリビューターに伝わるまで
に、その内容 (および全体的なビジョン) が
変わってしまうことがあります。
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第 2 章

適切なメッセージ
で導く
 レジリエントな IT 文化を構築するためには、人、
特にリーダーが重要ですが、リーダーが組織の目標
と連携していない場合、組織の最善の努力を妨げた
り、意図せず妨害したりすることがあります。

障害

 組織全体のすべてのイニシアチブを成功
させるためにまず必要なのは、強力なリー
ダーシップです。CIO は、企業の価値観が
中間管理職を含むあらゆる分 野のリー
ダー陣に浸透し、組織全体に適切に伝達
されるようにしなければなりません。

 「リーダーは自分の価値観を定義できま
すが、それによって彼らが求める全社的な
文化が自動的に作成されるわけではあり
ません」と、Deloitte の CIO インレジデン
ス、John Marcante 氏は語ります。「文化
は、従業員が日常的にやり取りする少数の
人々によって定義されるものですが、その
人々の中にはあらゆるレベルの管理職も含
まれます。文化について考えるとき、優れ
た技術者だけでなく、強力なピープルリー
ダーを採用し奨励することが重要なのは
そのためです」

統一されたビジョンの
伝達に関する考慮
事項

トランスフォーメーション・イ
ニシアチブが成功するか失敗
するかは、多くの場合、中間
管理職にかかっています。

 「中間管理職が方向性とビジョンを明
確に理解していなければ、その変革は持
続可能ではありません」と、Ouellette & 

Associates Consulting の CEO、Dan 

Roberts 氏は語ります。「中間管理職を
含むあらゆるレベルのリーダー陣が、組
織のビジョンと完全に同じ方向を向いて
いる必要があります」

Ouellette & Associates 
Dan Roberts 氏



 「レジリエントな文化を構成するのは、目
的に基づいて行動する個人です。私が目的
に基づいて行動する個人で、使命に基づい
て行動する会社で働いており、その使命を
信じていれば、私はその会社にとどまりま
す」と Marcante 氏は続けます。「それは、
自分が働く会社と一緒に働く人が大切だか
らです。さらに重要なのは、私が組織の使
命とお客様を大事に思っていることです。
それが文化です。何をおいても、まずそこ
から始めなければなりません」

 強力なリーダーシップには、強力なアク
ションが必要です。チームの職務や、一連
のプロセスがチームの日常業務に与える影
響について深く理解するなど、チームの体
験を理解しているリーダーは、長期的に人
をサポートできるレジリエントな文化をうま
く構築することができます。

 「テクノロジーリーダーは、人を導き、人
に影響を与えるスキルを備えている必要が
あるだけでなく、彼ら自身も技術者である
必要があります」と Marcante 氏は説明し
ます。
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 「リーダーの役割は、チームに何をすべき
かを伝えることから、チームに力を与え、
イノベーションを可能にする肥沃な文化を
生み出すことへと変化します」

 「CIO は自らがレジリエントでなければな
りません」と彼は指摘します。つまり、間違
いを犯し、そこから学び、学んだ教訓に基
づいて改善を進めることを厭わないという
ことです。「新しいことにチャレンジし続け
るその精神、それがレジリエンスです」

チームが日常的に取り組んで
いるプロセスを理解できるよ
うにリーダーをトレーニング
することで、デジタル・トラン
スフォーメーションの展開に
おける障壁を取り除くことが
できます。
Deloitte
John Marcante 氏

 リーダーシップチームが、一貫性のある目的を持った強
力なメッセージを発信し、ビジョンを達成するために一丸
となって行動し、使命を果たそうとする組織は、レジリエ
ンスを構築することができます。



 実際、企業のデジタル・トランスフォーメーションの成功を妨げている障害について調
査したレポートでは、「スキルセットまたは人材のギャップ」を挙げた割合が最も多いとい
う結果になりました。² この問題を解決するには、新しい人材を採用する (次の章で説明)、
または既存の人材をスキルアップするという 2 つのアプローチがあります。

 IT スキルは、指定された IT 部門内に存
在するべきであるという考え方がありま
す。しかし、組織全体でデジタル・トラン
スフォーメーションを行うにあたっては、
その考え方を変える必要があります。

 「デジタル洞察力は IT チームだけのもの
ではありません。これは、会社全体で鍛え
る必要がある筋肉のようなものです」と 

Roberts 氏は述べています。

 「人のレジリエンスを高めたい場合は、
トレーニングを行う必 要があります」と 

Roberts 氏は指摘します。「学習の文化は、
より迅速に変革し、破壊的革新とイノベー
ションを もたらすレジリエ ントな 文 化
です」

 これは、すべての従業員が IT の専門家に
なる必要があるという意味ではありません
が、あらゆる従業員が学習の機会を与えら
れており、技術職ではない従業員であって
もデジタル洞察力を構築できるのだと感じ
られることが必 要です。このアプローチ
は、チーム内のスキルを向上させるだけで
なく、デジタル・トランスフォーメーション
を成功させるために必要なレジリエンスも
向上させます。

継続的な学習の
文化を構築するための
考慮事項

組織としてレジリエントな文化
を作りたいのであれば、それ
は文化的なものでなければな
りません。

これにより、ある程度の信頼
と忠誠心が構築され、レジリ
エントな文化を構築する上で
大いに役立ちます。
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第 3 章

スキルアップで
レジリエンスを高める
 人材とスキルのギャップは依然として組織にとって大き
なハードルになっており、パンデミック中に多数の退職者
が出たことによって、これはさらに悪化しています。

² Red Hat レポート、「2023 年版世界のテクノロジー展望：Red Hat レポート」、2022 年 11 月 15 日。

障害

 「組織のリーダーになったばかりであろ
うと、文化に関する新たな取り組みに着手
しようとしているところであろうと、リー
ダーはまず人に投資する必要があると私
は考えています。人にチャンスを与え、彼ら
をサポートするための学習の機会を提供
する必要があります」と Roberts 氏は述
べています。

 新しいデジタルプロセスとツールを積極
的に採用できるチームは、より柔軟で、レ
ジリエントで、変化に適応する準備が整っ
た労働力を生み出せるでしょう。

Ouellette & Associates 
Dan Roberts 氏

Ouellette & Associates
Dan Roberts 氏

https://enterprisersproject.com/article/2022/1/it-talent-great-resignation-8-ways-nurture-retention
https://enterprisersproject.com/article/2022/7/it-talent-upskilling-boost-digital-transformation
https://www.redhat.com/rhdc/managed-files/rh-2023-global-tech-outlook-overview-f32155-202210-en_0.pdf
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第 4 章

人材の採用と定着
によるレジリエンス
 大量離職の 2 年目を迎え、リーダーたちは、現在の人材を
維持することや、適切な人材を見つけて新たに採用すること
の利点と欠点について議論しています。

³ Harvard Business Review (Red Hat 後援)、「デジタル・トランスフォーメーションに再フォーカス：新しい目標には新しい戦略が必要」、2022 年 5 月 12 日。

 Harvard Business Review Analytic 

Services のアンケート³ で、ビジネスリー
ダーが明らかにしたデジタル・トランス
フォーメーションの課題の上位 4 つに、
組織外で人材を見つけることが含まれて
いますが、これは、レジリエントな文化
に適したチームを構築するためには不可
欠です。

 しかし、近年、雇用市場は劇的に変化
しており、過去のやり方はもはや効果的
ではなくなっている可能性があります。

 「雇用は変化しています。雇用方法を
見直さなければ、成功することはありま
せん」と Marcante 氏は説明します。

 しかし、人材を見つけるだけでは戦いは
まだ半ばです。多くの場合、その人材を維
持することの方が困難です。

 「常に他の組織に他の機会が存在するた
め、CIO は、人材が定着するほど十分に魅
力的な組織にするために何ができるかを
考え始める必要があります」と Shah は述
べています。

 検討する価値のある考慮事項の 1 つは、
リモートワークやハイブリッドワークな
ど、柔軟な働き方の選択肢を提供するこ
とです。ただし、パンデミックによる制限
は緩和されてきており、これらの選択肢
の必要性は以前ほど高くありません。

 これによって、会社が運営方法について
柔軟に対応する意思があることが示され、
会社が従業員自身の選択を尊重し、信頼
していることが従業員に伝わります。

適切な人材を惹きつけ、
定着させるための
考慮事項

多様な人材を見つけることに
重点を置いて、既成概念にと
らわれずに人材を探す方法を
考え始めると、組織が必要とし
ている最も優れた新しい人材
を見つけることができます。

障害

 従来の働き方に固執している組織は、
革新的なワークモデルを採用する企業に
人 材 を 奪 わ れるリスクが あります」と 

Shah は述べています。

 オープンでハイブリッドなリモートワー
クの選択肢を導入することで、組織が現
在の時代の要求とニーズを理解しているこ
とが示されます。アジリティと柔軟性の獲
得に前向きであることで、顧客との信頼関
係が高まるだけでなく、従業員に対する配
慮や共感が伝わるため、チームが安心し、
評価されていると感じるようになります。

 これらすべてが、社外の人材を惹きつ
け、優秀な人材が留まりたいと思うような
環境を作るのに役立ちます。

必要な人材を惹きつけて定
着させたい組織は、リモート
ワークとハイブリッドワーク
の選択肢を検討する必要が
あります。

Deloitte
John Marcante 氏

Red Hat
Shabnoor Shah

https://enterprisersproject.com/article/2022/8/it-leadership-tips-retain-talent
https://enterprisersproject.com/article/2022/8/it-leadership-tips-retain-talent
https://www.redhat.com/ja/engage/digital-transformation-culture-innovation-20181113?intcmp=701f2000000tjyaAAA&extIdCarryOver=true&sc_cid=701f2000001OH8HAAW
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第 5 章

燃え尽き症候群への
対処と緩和
 従業員の燃え尽き症候群はさらに別の障害をもたらし
ます。対処しないでいると、すぐに静かな退職に発展する
可能性があります。

「これにより、価値の創造と
モチベーションの維持に集中
しなければならないというプ
レッシャーを人々から取り除
くこともできます」

⁵ Harvard Business Review (Red Hat 後援)、「デジタル・トランスフォーメーションに再フォーカス：新しい目標には新しい戦略が必要」、2022 年 5 月 12 日。

⁴ Harvard Business Review (Red Hat 後援)、「デジタル・トランスフォーメーションの機運を維持する：CIO がスピードを持続するための戦略を共有」、2022 年 1 月 31 日。

 多くの組織がトランスフォーメーション
の過程で犯す過ちは、そのプロセスに必要
なリソース、ツール、人員を用意しないこ
とです。これにより、チームは増える任務
への対応に苦労することになります。

 「デジタル・トランスフォーメーション
は、チームの既存のワークロードに追加で
きるものではありません。チームはそれ以
前に十分な量の作業を抱えているからで
す」 と、Red Hat のシニアプリンシパルテ
クニカルマーケティングマネージャーであ
る Gordon Haff (ゴードン・ハフ) は述べ
ています。

 燃え尽き症候群を回避する 1 つの方法
は、人が大切にされ、サポートされている
と感じられるようにすることです。

 「組織に大事にされ、幸せで、やる気のあ
る人々がいる場合、彼らのパフォーマンス
と関与のレベルは高くなります」と Shah は
指摘します。

 そして、優れたリーダーシップによって、
高いレベルの満足 度、関与、パフォーマ
ンスは容易に達成できます。

 「人が仲間意識を持ち、評価され、サポー
トされていると感じる文化を作ることで、
管理職はその人たちの最高の能力を引き出
すことができます」と Shah は述べていま
す。「人が自分は車輪の歯車なのではなく、
自分の行動は自分で決められるのだと感
じるとき、それはその人の幸福度だけでな
く、コミットメント、生産性、全体的なパ
フォーマンスに影響を与えます」

人の活力を維持するための
考慮事項

 燃え尽き症候群に対処するためのもう 1 

つのアプローチは、柔軟な作業方法や自動
化ソリューションなど、仕事をするための適
切なテクノロジーをチームに提供すること
です。Harvard Business Review Analytic 

Services の調査によると、従業員が在宅勤
務できる適切なテクノロジーを備えた組織
では、実際に生産性が向上しました。⁴

 他に検討すべきテクノロジーの分野は
自動化です。Harvard Business Review 

Analytic Services のアンケート⁵ に参加し
たビジネスリーダーは、デジタル・トランス
フォーメーションの取り組みをサポートす
るための投資の最優先事項としてこれを
挙げました。

 「組織は、単調で価値の低い繰り返しタ
スクを自動化に置き換える機会を常に模
索する必要があります。これは適切な人材
の獲得に役立ちます。また、組織のニーズ
に対応する機能を開発するための関連ス
キルや知識について、現在の従業員をスキ
ルアップすることに集中できるようになり
ます」と Shah は述べています。

デジタル・トランスフォーメー
ションがたった 1 年で断念さ
れたりすることのない重要な
イニシアチブであることを
チームに示すためには、その
取り組みが、リソースと人員が
確保された専門的な取り組み
である必要があります。

障害

 燃え尽き症候群への対処がなされない場合、生産性を低下させ、従業員の離職を促進
することがあります。これは、レジリエントな文化を作る上で大きな障害となります。

Red Hat
Shabnoor Shah

Red Hat
Gordon Haff

https://enterprisersproject.com/article/2022/9/quiet-quitting-it-leaders
https://www.redhat.com/ja/solutions/it-automation
https://enterprisersproject.com/article/2022/9/motivate-it-team-leadership-advice
https://www.redhat.com/rhdc/managed-files/ca-maintaining-digital-transformation-momentum-analyst-material-f30995-202202-en.pdf
https://www.redhat.com/ja/engage/digital-transformation-culture-innovation-20181113?intcmp=701f2000000tjyaAAA&extIdCarryOver=true&sc_cid=701f2000001OH8HAAW


 パンデミックは多くの企業にとって過ぎ
たことかもしれませんが、それを完全に忘
れてしまうのは間違いです。リーダーは、
よりレジリエントな組織を構築するため
に、そこから学んだ教訓を最優先事項とし
て今後何年にもわたり活かしていく必要
があります。 

 「パンデミックの最大の教訓は、将来起
こり得るあらゆる事態に備えなければな
らないということです。時間と労力をかけ
て対処しておかなければ、自分自身を危険
にさらし、脆弱なまま放置することになり
ます」と Shah は説明します。

 今後の混乱や機会に備えて計画を立て
るには、それが世界的パンデミックであろ
うと顧客の要求の変化であろうと、CIO が
先進テクノロジーを調査し、それに投資す
る必要があります。これにより、将来起こ
るかもしれないあらゆる事態に十分に備
え、事業運営の継続性を確保できるから
です。

第 6 章

未来を見据えた
レジリエンスの構築
 パンデミックが示したように、レジリエントな文化は、
あらゆる不測の事態に備える必要があります。

将来を見据えてプロアクティ
ブに計画を立て、常に教訓か
ら学び、自らを改善している
組織は、現在、そして将来起
こり得るいかなる混乱に対し
ても高いレジリエンスを発揮
できるでしょう。
Red Hat
Shabnoor Shah

 ビジネスリーダーが目の前の課題の解決
に終始し、将来の機会に備えて必要なレ
ジリエンスを構築するための人、テクノロ
ジー、IT 文化への投資を忘れているという
ケースが、あまりにも多く見られます。

 「多くのリーダーは短期的に考える傾向
があり、事業継続のリスクを評価したり、
レジリエントな組織の構築を妨げる可能
性のある不測の事態に備えて計画を立て
たりすることはあまりありません」と Shah 

は述べています。

将来を見据えた組織を
構築するための考慮
事項

障害

 将来に備えるために必要な投資を行う組織は、徹底的なトランスフォーメーション・
イニシアチブにも耐えるために必要な長期的なレジリエンスを生み出すことができます。
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 これは長いプロセスです。妨げとなっている障害を CIO が見つけ、チームとテクノロ
ジーのレジリエンスの構築をどこから支援すればよいかを検討することから始める必
要があります。
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まとめ

レジリエントな 
IT 文化の構築を始める
 ローマは一日にして成らず、とことわざにあるように、
レジリエントな IT 文化も一夜にして完成するものではあ
りません。

 適切なアプローチを採用し、この e ブックで挙げら
れている 5 つの主要分野に焦点を当てることで、組織
は現在の革新的なデジタルファーストの時代に必要な
レジリエントな IT 文化を実現できます。

 redhat.com のデジタル・トランス
フォーメーションのコンテンツで、成
功するデジタル・トランスフォーメー
ションの管理の詳細をご覧ください。

 CIO と IT リーダー向けのその他の
記事については、The Enterprisers 
Project をご覧ください。

ページを見る
詳細はこちら

https://www.redhat.com/ja/solutions/digital-transformation
http://enterprisersproject.com



